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はじめに 近年、CH3NH3PbI3を用いたペロブスカイト太陽電池が変換効率 20％以上であることか

ら注目されている。しかし、有毒な鉛を含有していることから、その代替として錫ペロブスカイ

ト CH3NH3SnI3に関心が集まっている。ただし変換効率は 6 %程度と低い。そこで、我々は誘電体

物性評価の視点から、太陽電池の内部電界を直接測定する手法として電界誘起光第 2 次高調波発

生(EFISHG)法に注目してきた[1]。今回は錫ペロブスカイト太陽電池の I-V 特性と C-V特性のヒス

テリシス特性を考察するため、EFISHG測定によるペロブスカイト層の内部電界から議論した。 

実験 Fig. 1(a)にサンプル構造を示す。CH3NH3SnI3 はグローブボックス内でスピンコート法によ

り厚さ 300 nmで、電子輸送層の C60は真空蒸着法により厚さ 100 nmで成膜した。EFISHG測定で

は、サンプルに任意の電圧振幅の矩形波を印加した状態でレーザー光を照射し、発生する半波長

の SH 光の強度を光電子増倍管(PMT)により測定した。ペロブスカイト層の電界は、ラプラス場に

おける C60の EFISHG を測定することで、キャパシタンスの比から算出することができる。 

結果と考察 Fig. 1(b)に SHスペクトルの測定結果を示す。波長 540 nm付近に見られるピークは、

印加電圧に応じて強度が変化しており、その波長から C60の EFISHG であると考えられる[2]。そ

こで測定波長を 540 nmとし、SH 強度の外部電圧依存性を測定したところ、Fig. 1(c)のように 2乗

特性が現れた。この結果はラプラス場におけるC60層の電界が測定できていることを示している。 

結論 EFISHG 法により錫ペロブスカイト太陽電池の内部電界を測定することができた。今後は

錫ペロブスカイト層に形成される電界から、光起電力効果と内部電界の関係を明確化する予定で

ある。当日は I-V 特性、C-V 特性等の電気測定の結果と併せて議論を行う。 
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Fig. 1(a) The sample structure. (b) SH spectra of the sample. (c) Voltage dependence of the SH intensity at 540 nm. 
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